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 わが国で発出された３度の緊急事態宣言は、外出自粛や飲食店、百貨店等の営業時間短
縮などの人々の社会生活の制約をお願いするものであったが、多くの国民の協力により、諸外国
のようなロックダウンによらなくても感染拡大を抑えることができた。

 その一方で、人々の間では新型コロナウイルス感染症に対する慣れや疲れが広がると同時に、経
営的に限界に追い込まれているという事業者の声も出てきている。

 このような中、高齢者へのワクチン接種が順調に進んでおり、7月末までに多くの高齢者に対して
ワクチン接種が終了する。

 しかし、高齢者へのワクチン接種が進んだとしても感染は続き、大きな感染の波は再び生じる可
能性があることから、大きなリバウンドを回避するために、クラスターの早期発見・早期封じ込めを
更に徹底する必要がある。

 以上のことを踏まえ、ワクチンを牽引役として、科学とICTを積極的に活用する５つの対策をパッ
ケージとして提言させて頂きたい。

[Ⅰ] はじめに

科学とICTを用いた対策の提言 第４回新型コロナウイルス
感染症対策分科会提言



５．二酸化炭素濃度測定器を利用した換気の徹底
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〇新型コロナウイルス感染症のマイクロ飛沫感染を防ぐ上で、換気の重要性が強調されてきた。
〇分科会としても、飲食店における換気を徹底するために、二酸化炭素濃度測定器（CO2モニ
ター）の普及などについて提言を行ってきた。
〇このような中、感染性が更に強い変異株の拡大もあり、感染リスクの低減のため、換気の重
要性がますます高まっている。

（１）二酸化炭素濃度測定器の設置支援
〇国及び都道府県は、飲食店において二酸化炭素濃度測定器の設置が進むよう、必要な支
援を行って頂きたい。
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